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陳 述 書

財団法人 化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 経済産業省

試験の表題 3-tert‐ブチルフェノール (被験物質番号 K‐81B) の微生物による分解

度試験

試 験 番 号 205060

本最終報告書 (電子媒体上のPDFファイル) は、上記試験の最終報告書を正確にコピー

したものです。
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陳 述 書

財団法人 化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 経済産業省

試験の表題 3‐ごerr ブチルフェノール (被験物質番号 K‐81B) の微生物による分解

度試験

試 験 番 号 205060

本最終報告書の改訂 (電子媒体上のPDFファイル)は、上記試験の最終報告書の改訂を

正確にコピーしたものです。
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最 終 報 告 書

3‐ご鑑ご‐ブチルフェノール (被験物質番号 K‐81B) の微生物による分解度試験

(試験番号 :205060)
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205060

陳 述 書

財団法人 化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 経済産業省

試験の表題 3‐ごerr ブチルフェノール (被験物質番号 K‐81B) の微生物による分解

度試験

試 験 番 号 205060

上記試験は以下のGLPに従って実施したものです。

(1)「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」

(平成 15年 11月21日、薬食発第 1121003号、平成 15・11・17製局第 3号、環保企発

第031121004号) に規定する「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設

に関する基準」

(2) 「OEcD principles of Good Laboratory Practice 」 (November 26,1997)

また、本最終報告書は生データを正確に反映しており、試験データが有効であること

を確認しています。

ュoo 年 } 月 / 日

r鎚霧置き滋養談議‐試験責任者 製森髪護誰髭
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陳 述 書

財団法人 化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 経済産業省

試験の表題 3‐tert‐ブチルフェノール (被験物質番号 K-81B) の微生物による分解

度試験

試 験 番 号 205060

上記試験の最終報告書の改訂は以下のGLPに従って実施したものです。

(1)「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」

(平成 15年 11月 21日、薬食発第 1121003号、平成 15・u・17製局第 3号、環保企発

第o31121004号) に規定する「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設

に関する基準」

(2) 「OECD Principles of Good Laboratory Practice 」 (November 26,1997)

なお、本陳述書は最終報告書の改訂のため、2005年 4月15日発行の陳述書に追加発行

したものです。

乙仰 ~ 年 8月 チ 日

試験責任者 ぎ郭・鑑--事揮繁薄謝‐
.

・十
一h~ ≠ゞ“ムー一 一一」ノ ."←
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信頼性保証書

財団法人 化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 経済産業省

試験の表題 3一er′-ブチルフェノール (被験物質番号 K‐8ーB) の微生物による分解

度試験

試験番号 205060

本最終報告書は、試験の方法、手順が正確に記載され、試験結果は生データを正確に反映して
いることを保証します。

なお、監査又は査察の結果については、下記の通り試験責任者及び運営管理者に報告しました。

監査又は査察内容 監査又は査察日
報告日

(試験責任者及び運営管理者)
試験計画書 2004年 11月 26 日 2004年 11月 26 日

試験計画書の変更

2004年 12月 24 日 2004年 12月 24 日

2005年 1月 7 日 2005年 1月 7 日

2005年 3 月 2 日 2005年 3月 2 日

2005年 4 月 4 日 2005年 4 月 4 日

培養開始時 2005年 1月 12 日 2005年 1月 12 日

中間時 2005年 1月 26 日 2005年 1月 27 日

培養終了時
2005年 2 月 9 日 2005年 2 月 10 日

2005年 2 月 10 日 2005年 2 月 10 日

生データ、最終報告書草案 2005年 4 月 13 日 2005年 4 月 13 日

最終報告書 2005年 4 月 15 日 2005年 4 月 15 日

ユ oじ~ 年 4 月小 日

信頼性保証部門責任者 ・ 晒さ饗ばw鰐贈=
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信頼性保証書

財団法人 化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 経済産業省

試験の表題 3-re“-ブチルフェノール (被験物質番号 K‐81B)の微生物による分解

度試験

試験番号 205060

上記試験の試験計画書からの逸脱及び最終報告書の改訂について監査を実施し、問題がないこ

とを確認しました。

なお、監査の結果については、下記の通り試験責任者及び運営管理者に報告しました。

監査内容 監査日
報告日

(試験責任者及び運営管理者)

試験計画書からの逸脱 2005年 8月 3 日 2005年 8月 3 日

最終報告書の改訂の草案 2005年 8月 3 日 2005年 8月 3 日

最終報告書の改訂 2005年 8月 4 日 2005年 8月 4 日

本信頼性保証書は 2005年 4月 15日発行の信頼性保証書に追加発行したものです。

Zoo~ 年 g 月4 日

　　　　　　　　　　　
;灘 }に.遠議長≧きき滋メモ蓋謀

信頼性保証部門責任者







205060

試 験 日程

試 験 開 始 日 2004年 11月 26日

実 験 開 始 日 2005年 1月 12日

実 験 終 了 日 2005年 2月 9日

試 験 終 了 日 2005年 4月 15日

試資料の保管

(1)被験物質

被験物質を保管用容器に入れ密栓後、品質低下を起こさないで安定に保存し

うる期間、久留米事業所試料保管室に保管する。

(2) 生データ、資料等

生データ、試験計画書、試験委託書、その他必要な資料等は最終報告書と共に、

試験委託者から通知を受けるまでの期間、久留米事業所資料保管室に保管する。

試験関係者
試 験 責 任 者

試 験 担 当 者
(分解度試験の実施)

活性汚泥管理責任者

属 試験第一課

最終報告書の承認

試 験 責 任 者

書きデー÷ギi警護襲
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1. 被 験 物 質

本報告書においてK‐81Bは、次の名称等を有するものとする。

1.1 名 称 3ーむ鱈云-ブチル フェノール

1,2 構造式等

構造式

H

(CH3)3

分子式 C1oH140

分子量 150,22

CAS 番 号 585‐34-2

1.3 入手先、商品名、等級及びロッ ト番号 *1

(1)入 手 先

(2)商 品 名
(3) 等 級 ー

(4) ロット番号

14 純 度 *1

(1) 被 験 物 質 99.9%(GC)

(2) 不 純 物 残り0.1%は不明

被験物質は純度 100%として取り扱った。

*1 入手先添付資料による。
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StudyNo, 205060 (TestitemK-81B )

Cultivatingconditions:
Concenbation

Testitem ,.,,,.,,.,,.",,,.",,,,,.,.",.,,,.",.,, “,", “,,,,,一 ,. 100(m 肌 )

Referenceitem(aml 加 e),,,.,,.,,.,,.",,,.,,,,.,,.,,,. … … ,. 100(m 影 L)

Activatedsludge … … ,.....,.......… … .,.....,… … … … … ,. 30(m を〆 L)

Temperamre .,.… … "..", … … .… … .....… … .,… … … ,… “,..".25 土 I
QC

I)wation .,..".,,...........",,,,,.,,,,,...,,..,.,,...." … ..,,",,..... “.28days(Jan.12,2005-Feb,9,2005)

Note:- 一

Vessel

No.
Sa山口P1eDesc 亘Ption

BOD(m の
7thday 14thday 21stday 28qlday

[1] 頓′ater十testitem 0.O 0.O 0.O 0.2

[2] sヱudge 十testitem 1.6 3.2 3.3 4.2

[3] S1udge 十testitem 1,8 3.5 3.8 4.8

[4] S1udge 十testitem 1,7 3,3 3.4 4,2

[5] Conbolbl磯 田] 2.5 3.4 4.I 5.9

[6] S1udge 十aniline 54,3 68,5 72.4 75.4
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最終報告書の改訂

財団法人 化学物質評価研究機構
久留米事業所

1, 表 題 3‐むerむ‐プチル フェノ

分解度試験

一ル (被験物質番号 K‐81B) の微生物による

2. 試 験 番 号 205060

3. 修 正 箇 所 5. 試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因 (14頁)

4. 修正の理由 試験計画書からの逸脱に対するコメントを追加するため。

5, 修 正 の 内 容 「 当該要因はなかった。 」を

「 試験計画書に記載されていない試験担当者が試験を実施した

ため試験計画書からの逸脱となったが、これらの担当者は分解度

試験における教育訓練を受けた者であり、試験の信頼性に及ぼす

影響はなかった。 」に修正する。

6, 承 認

試 験 責 任 者

卸ク 年 8月 ¥ 日
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